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カ
ン
ボ
ジ
ア
事
業
で
先
行
す
る
中
国
、
韓
国
、

　
　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
近
隣
諸
国
～
日
本
も
積
極
的
な
関
与

外
資
系
企
業
の
新
た
な
事
業
展
開
先
と
し
て
カ
ン

ボ
ジ
ア
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
国
・
地
域
別
に
見
る

と
、
中
国
か
ら
の
投
資
が
最
も
多
く
、
韓
国
や
、
タ

イ
、
ベ
ト
ナ
ム
等
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
近
隣
諸
国
か
ら
の
投

資
も
多
い
。
こ
れ
ら
諸
国
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
イ
ン
フ

ラ
基
盤
開
発
に
も
積
極
的
で
、
道
路
、
橋
梁
は
も
と

よ
り
、
経
済
特
区
（
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
、
港
湾
、
発
電
所
な

ど
の
建
設
に
も
従
事
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
国
に
遅

れ
を
と
る
も
の
の
、
日
本
か
ら
の
投
資
も
増
加
傾
向

に
あ
る
。
ま
た
、
中
国
、
韓
国
等
と
競
う
か
の
如
く
、

日
本
は
イ
ン
フ
ラ
基
盤
開
発
に
も
従
事
し
て
い
る
。

１.

中
国
か
ら
の
投
資
案
件
数
が
最
多

二
〇
〇
九
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
外
国
投

資
受
け
入
れ
額
（
認
可
ベ
ー
ス
）
は
、
世
界
金
融

危
機
の
影
響
等
か
ら
前
年
比
六
十
九
・
七
％
減
の

二
十
一
億
六
〇
〇
万
ド
ル
と
低
迷
し
た
（
カ
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ボ
ジ
ア
投
資
庁
（
Ｃ
Ｉ
Ｂ))

。
し
か
し
な
が
ら
、

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
、
同
国
の
高
成
長
や
、

投
資
環
境
の
改
善
等
を
背
景
に
、
投
資
機
運
の

高
ま
り
が
見
ら
れ
る
。

国
・
地
域
別
で
は
、
中
国
が
二
〇
〇
八
年
、

二
〇
〇
九
年
と
二
年
連
続
で
最
大
の
投
資
国
と
な

り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て

い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
中
国
か
ら
の
具
体
的

投
資
案
件
と
し
て
は
、
送
電
線
建
設
、
衣
類
、
製
靴
、

タ
バ
コ
等
分
野
で
の
案
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

韓
国
か
ら
の
投
資
案
件
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
初

と
な
る
自
動
車
組
立
て
拠
点
の
設
立
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
生
産
開
始
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

タ
イ
に
隣
接
す
る
南
西
部
コ
ッ
コ
ン
の
Ｓ
Ｅ
Ｚ
で
、

現
代
自
動
車
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
リ
ー
ヨ
ン
フ
ァ
ッ
ト
・

グ
ル
ー
プ
と
の
合
弁
カ
ム
コ
・
モ
ー
タ
ー
社
が
約

五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
を
確
保
し
、
自
動
車
組
立

て
工
場
を
建
設
し
て
い
る
（
二
〇
〇
八
年
四
月
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
開
発
協
議
会
〔
Ｃ
Ｄ
Ｃ
〕
が
投
資
認
可
済

み
） 

。
二
〇
一
〇
年
上
半
期(

一
～
六
月)

の
外
国
投
資

受
け
入
れ
額
（
同
上
）
は
十
億
八
〇
〇
〇
万
ド
ル

で
、
国
・
地
域
別
で
は
、
引
き
続
き
中
国
か
ら
の

投
資
が
第
一
位
（
五
億
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
）
。
同
国

か
ら
水
力
発
電
、
ゴ
ム
、
石
炭
関
連
の
投
資
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
投
資
も

数
年
来
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
が
第
四

位
（
二
億
一
〇
〇
〇
万
ド
ル)

、
二
〇
一
〇
年
上
半

期
で
は
第
三
位
（
八
四
〇
〇
万
ド
ル
）
で
、
ゴ
ム
栽
培
・

加
工
、
精
米
加
工
等
の
投
資
が
な
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
商
務
省
に
よ
る
と
、
一
九
八
八
年
以

降
二
〇
〇
九
年
十
月
末
ま
で
に
同
国
で
登
録
し
た
外

資
系
企
業
数
は
、
中
国
系
企
業
が
最
多
で
三
三
六
六

社
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
系
企
業
に
次
ぎ
、
韓
国
系

(12)

○ 

『
ア
ジ
ア
の
窓
』

　

  

中
国
・
住
宅
価
格
の
上
昇
を
抑
え
ら
れ
る
か　
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企
業
が
一
六
〇
一
社
、
以
下
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
系
企

業
一
一
〇
二
社
、
マ
レ
ー
シ
ア
系
企
業
一
〇
四
七
社
、

タ
イ
系
企
業
九
八
六
社
、
ベ
ト
ナ
ム
系
企
業
五
二
〇

社
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
企
業
が
上
位
に
名
を
連
ら
ね

て
い
る
。
中
国
系
企
業
の
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
一
九
九
〇
年
代
、
繊
維
・
縫
製
な
ど
労
働
集
約

型
産
業
分
野
に
限
定
さ
れ
て
い
た
同
企
業
は
、
現
在
、

水
力
発
電
所
、
通
信
、
農
業
、
ア
パ
レ
ル
、
観
光
等
、

多
岐
に
わ
た
る
分
野
へ
進
出
し
て
い
る 

。

２.

中
国
、
韓
国
、
近
隣
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

　
に
よ
る
積
極
的
な
イ
ン
フ
ラ
開
発
支
援

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
自
国
政
府
は
も
と
よ
り
、

援
助
国
や
国
際
機
関
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
開
発
支
援

が
な
さ
れ
、
と
り
わ
け
、
中
国
、
韓
国
、
近
隣
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
よ
る
支
援
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
中
国
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

道
七
号
線
道
路
補
修
整
備
や
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内

で
メ
コ
ン
川
を
跨
ぐ
二
番
目
の
橋
梁
と
な
る｢

プ

レ
ッ
ク
タ
ミ
ャ
ッ
ク
・
メ
コ
ン
川
大
橋｣ 

及
び
、

同
橋
梁
か
ら
延
伸
す
る
新
た
な
国
道
（
国
道
八
号

線
） 

の
建
設
、
北
部
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
付
近
メ
コ

ン
川
支
流
で
の
橋
梁
建
設
が
あ
る
。

ま
た
、
韓
国
は
南
部
港
湾
・
観
光
都
市
で
あ
る
シ
ハ

ヌ
ー
ク
ビ
ル
周
辺
か
ら
国
道
三
号
線
方
面
の
道
路
整
備

や
カ
ン
ポ
ッ
ト
で
の
橋
梁
建
設
、
一
方
、
タ
イ
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
西
部
国
道
四
十
八
号
線
（
一
五
二
キ
ロ
：
南
部

沿
岸
回
廊
の
一
部
）
の
道
路
補
修
や
四
つ
の
橋
梁
建
設

（
コ
ッ
コ
ン
・
ス
ラ
ア
ン
バ
ル
間
）
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
従
事
。
ベ
ト
ナ
ム
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
東
部
ベ
ト
ナ
ム

国
境
付
近
の
道
路
整
備
を
支
援
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）、
世
銀
と
い
っ
た
国
際

機
関
に
よ
る
援
助
も
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

道
路
、
橋
梁
建
設
以
外
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｚ
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
中
国
に
よ
る
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル

Ｓ
Ｅ
Ｚ
開
発
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
る
。 

カ
ン
ボ
ジ
ア

で
は
二
十
一
の
Ｓ
Ｅ
Ｚ
が
認
可
さ
れ
て
い
る
が
、

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
Ｓ
Ｅ
Ｚ
は
、
中
国
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
合
弁
企
業 

に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
最
大
規
模
の

Ｓ
Ｅ
Ｚ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
一
一
三
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
で
あ
る
。
第
一
期
開
発
（
工
業
ゾ
ー
ン
だ
け

で
三
億
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
投
資
）
で
は
二
〇
一
一

年
末
ま
で
に
五
二
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
開
発
見
込
み
。

残
り
は
二
〇
一
五
年
末
ま
で
に
開
発
予
定
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
中
国
商
務
部
は
中
国
企
業
の
海
外
進

出
を
奨
励
す
る
観
点
か
ら
、
海
外
に
八
つ
の
工
業

団
地
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
、
シ
ハ
ヌ
ー

ク
ビ
ル
Ｓ
Ｅ
Ｚ
は
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
の
企
業
進
出
を
通
じ
て
、
欧
米
諸
国
の

輸
出
規
制
や
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
措
置
の
回
避
が
可
能

と
な
る
。
二
〇
〇
八
年
二
月
、
同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
敷
地
内
で

一
万
人
が
参
加
の
も
と
起
工
式
典
が
開
催
。
同
月
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
か
ら
承
認
を
得
て
事
業
を
開
始
。

衣
類
製
造
、
バ
イ
ク
組
立
な
ど
中
国
企
業
が
既
に
操

業
を
開
始
し
て
い
る
。

な
お
、
Ｓ
Ｅ
Ｚ
進
出
上
の
外
資
系
企
業
側
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
①
投
資
優
遇
措
置
（
最
長
九
年
間
の

法
人
税
免
除
、
原
材
料
の
輸
入
税
免
除
）
を
享
受
で

き
る
こ
と
、
②
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で

き
る
こ
と
、
③
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出

に
際
し
一
般
特
恵
関
税
（
Ｇ
Ｓ
Ｐ
）
が
付
与
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
④
大
メ
コ
ン
圏
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
の
市
場
開

拓
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
こ
と
、
⑤
低
廉
な
労
働
力
の

確
保
が
比
較
的
容
易
な
こ
と
、
⑥
土
地
リ
ー
ス
料
が

近
隣
諸
国
に
比
べ
安
価
な
こ
と
、
等
が
指
摘
さ
れ
る
。

ま
た
、
中
国
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
開
発
支
援
案
件
と

し
て
、
①
（
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
メ
コ
ン
河
畔
に
位
置

す
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
港
の
貨
物
取
扱
能
力
が
限
定
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
）
プ
ノ
ン
ペ
ン
港
拡
張
計
画
や
、

②
南
西
部
国
道
三
号
線
沿
線
カ
ン
ポ
ッ
ト
市
を
流

れ
る
河
川
上
流
で
の
水
力
発
電
所
建
設
計
画
な
ど

大
型
イ
ン
フ
ラ
建
設
案
件 

も
見
ら
れ
る
。

加
え
て
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
で
も
、
韓
国
、
中
国

の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
韓
国
の
韓
一
建

設
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
中
心
部
か
ら
北
西
五
キ
ロ
で
の
在

留
外
国
人
含
む
富
裕
者
層
向
け
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン｢

カ
ム

コ
シ
テ
ィ
ー｣(

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｋ
Ｏ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ)

を
開
発
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
群
と
三
階
建
て
住
宅
棟
な
ど
を
建

設
し
て
い
る
。
韓
一
建
設
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
中
心
部

で
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
“
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
ワ
ー
42
”
の
建

設
に
も
従
事
。
完
成
時
に
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
最
高
層
の

四
十
二
階
建
て
の
ビ
ル
と
な
る
。
ま
た
、
中
国
企
業
に

よ
る
都
市
開
発
計
画
と
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
コ
ッ
コ
ン

州
で
の
七
つ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
計
画
を
二
〇
〇
八

年
六
月
、
認
可
し
て
い
る
。
投
資
総
額
が
三
十
八
億
ド

ル
と
さ
れ
、
数
多
く
の
中
国
人
の
移
住
が
計
画
さ
れ
る
、

と
の
噂
話
も
現
地
で
聞
か
れ
た
。

３.

日
本
か
ら
の
投
資
案
件
の
増
加
に
期
待

一
方
、
日
本
か
ら
の
投
資
は
、
単
年
ベ
ー
ス
で
の

受
け
入
れ
額
が
極
め
て
少
な
い
が
、
二
〇
一
〇
年
十

月
時
点
の
累
計
額
で
み
る
と
、
Ｃ
Ｉ
Ｂ
統
計
で
は

一
億
四
八
〇
〇
万
ド
ル
、
Ｓ
Ｅ
Ｚ
を
所
管
す
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
経
済
特
区
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
Ｂ
）
統
計
で

は
同
八
九
〇
〇
万
ド
ル
と
、
合
計
で
こ
れ
ま
で
に

二
億
三
七
〇
〇
万
ド
ル
の
投
資
が
な
さ
れ
て
い
る
。

中
国
、
韓
国
な
ど
と
の
投
資
金
額
と
の
比
較
で
は
少

額
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
昨
今
の
円
高
の
進
展
等
と

も
相
俟
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
側
か
ら
の
日
本
か

ら
の
投
資
、
と
り
わ
け
日
本
の
中
小
企
業
に
よ
る
進

出
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ト
ロ

も
二
〇
一
〇
年
三
月
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
を
開
設

し
、
中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
日
本
企
業
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
進
出
を
支
援
し
て
い
る
。

日
系
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
投
資
案
件
と
し

て
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
郊
外
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
Ｓ
Ｅ
Ｚ
（
Ｐ

Ｐ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
へ
の
進
出
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
に
進
出
す
る
日
系
靴
メ
ー
カ
ー
は
①
中
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国
広
州
で
の
投
資
環
境
が
、
人
民
元
高
や
労
働
法
改
正

で
悪
化
し
て
い
る
こ
と
、
②
日
本
向
け
輸
出
に
際
し

Ｌ
Ｄ
Ｃ
特
恵
関
税
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
”チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
“
の
進
出
先
と
し
て
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
進
出
を
決
定
し
た
、
と
い
う
。
同
社
関

係
者
は
、「
中
国
工
場
か
ら
、
立
ち
上
げ
時
に
多
く
の

ス
タ
ッ
フ
を
プ
ノ
ン
ペ
ン
工
場
に
派
遣
し
、
新
規
採

用
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
生
産
面
で
の

指
導
を
行
わ
せ
た
。
そ
の
際
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
中
国

語
の
話
せ
る
華
人
系
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
を
通
訳
と
し
て

多
数
採
用
し
た
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
日
本
語
人
材
の

採
用
は
難
し
い
が
、
中
国
語
人
材
の
採
用
は
容
易
」

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
味
の
素
が
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
に
進
出
し
、
二
〇
一
〇

年
第
三
・
四
半
期
よ
り
包
装
工
場
を
稼
働
。
こ
れ
ま
で

タ
イ
か
ら
小
分
け
し
て
プ
ノ
ン
ペ
ン
ま
で
陸
走
し
て
い

た
が
、
国
境
積
み
替
え
時
に
不
良
品
が
発
生
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
タ
イ
か
ら
バ
ル
ク
で
陸
走
し
同
Ｓ
Ｅ
Ｚ

内
の
工
場
で
小
分
け
す
る
形
態
に
切
り
替
え
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
日
系
製
造
業
の
進
出
業
種
は
、

繊
維
、
製
靴
、
食
品
関
係
が
数
多
く
み
ら
れ
る
が
、

家
電
部
品
用
大
手
企
業
の
進
出
案
件
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ミ
ネ
べ
ア
は
、
中
国
や
タ
イ
で

の
人
件
費
の
上
昇
等
か
ら
、
家
電
や
携
帯
電
話
等
搭

載
用
の
モ
ー
タ
ー
の
全
額
出
資
生
産
会
社
を
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
設
立
。
当
面
は
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
内
の
賃
貸
工
場

で
、
九
〇
〇
人
を
雇
用
し
、
二
〇
一
一
年
春
か
ら
生

産
開
始
予
定
と
さ
れ
る 

。
ま
た
、
生
産
拠
点
で
は
な

い
が
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
二
〇
一
一
年
初
め
に
、
プ

ノ
ン
ペ
ン
に
駐
在
員
事
務
所
を
開
設
し
、
二
〇
一
二

年
を
目
処
に
販
売
網
や
修
理
サ
ー
ビ
ス
網
を
整
備
し
、

薄
型
テ
レ
ビ
や
白
物
家
電
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
市
場

開
拓
に
本
格
的
に
取
り
組
む
旨
、
報
じ
ら
れ
て
い
る 

。

Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
以
外
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
境
に
近
接

す
る
バ
ベ
ッ
ト
の
タ
イ
セ
ン
・
バ
ベ
ッ
ト
Ｓ
Ｅ
Ｚ
で

日
系
縫
製
メ
ー
カ
ー
（
紳
士
服
）
が
操
業
を
開
始
、

同
じ
く
バ
ベ
ッ
ト
に
立
地
す
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
Ｓ
Ｅ
Ｚ

に
も
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
グ

メ
ー
カ
ー
が
進
出
を
決
定
し
て
い
る
。

一
方
、
日
系
商
社
の
動
き
と
し
て
は
、
住
友
商
事

が
九
〇
年
代
前
半
よ
り
合
弁
で
亜
鉛
鉄
板
製
造
・
販

売
の
イ
ー
ス
タ
ン
ス
テ
ィ
ー
ル
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
社

を
設
立
、
三
井
物
産
が
原
油
・
天
然
ガ
ス
探
鉱
事
業
、

三
菱
商
事
が
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
採
掘
な
ど
積
極
的
な
事

業
展
開
を
行
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
で
も
、
日
本
の
美
容
院
が
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
で
富
裕
者
層
や
在
留
邦
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
美
容
院
を
開
設
し
た
り
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に
菓

子
工
場
を
有
す
る
ア
ン
コ
ー
ル
・
フ
ー
ズ
社
が
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
同
社
製
菓
子
製
品
や
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
産
の
紅
茶
等
を
販
売
す
る
お
洒
落
な
店

舗
を
設
立
す
る
な
ど
の
動
き
も
見
ら
れ
る
。

４.

イ
ン
フ
ラ
基
盤
開
発
で
も
日
本
が
貢
献

ま
た
、
日
本
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
案
件
と
し
て

は
、
無
償
資
金
協
力
で
国
道
一
号
線
沿
線
ネ
ア
ッ
ク

ル
ン
（
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
国
道
一
号
線
を
ホ
ー
チ
ミ

ン
方
面
へ
約
一
時
間
）
で
の
メ
コ
ン
川
橋
梁
建
設
計

画
案
や
、
電
力
不
足
解
消
に
向
け
た
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ

ル
へ
の
送
電
線
建
設
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

前
者
の
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
で
の
メ
コ
ン
川
橋
梁
が

完
成
す
れ
ば
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
経
由

ホ
ー
チ
ミ
ン
ま
で
の
南
部
経
済
回
廊
は
全
て
陸
路

で
つ
な
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
橋
梁
建
設
に
は
、

建
設
予
定
地
周
辺
に
住
み
着
い
て
い
る
住
民
の
移

動
問
題
や
環
境
問
題
な
ど
へ
の
対
応
に
相
当
の
時

間
を
要
し
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
工
事
を
開
始
し
、

二
〇
一
五
年
二
月
完
成
予
定
で
あ
る
。

一
方
、
後
者
の
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
へ
の
送
電
線

建
設
に
つ
い
て
は
、
同
地
の
工
業
団
地
向
け
に
、

国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
と
Ａ
Ｄ
Ｂ
に
よ

る
協
調
融
資
で
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
連
係
送
電

線
を
南
部
カ
ン
ポ
ッ
ト
か
ら
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル

へ
の
約
七
十
八
キ
ロ
区
間
に
敷
設
す
る
計
画
で
、

二
〇
一
二
年
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
日
本
の
円
借
款
に
よ
る
Ｓ
Ｅ
Ｚ
開
発
と

し
て
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の
隣
接
地
で
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
ビ
ル
・
ポ
ー
ト
Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
開
発
が
進
行
中
で

あ
る
。
開
発
事
業
実
施
主
体
は
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル

港
湾
公
社
及
び
Ｃ
Ｄ
Ｃ
。
総
面
積
は
七
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
小
規
模
な
が
ら
も
、
二
万
五
〇
〇
〇
人
～
三
万

人
の
雇
用
創
出
見
込
ん
で
い
る
。
同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
優

位
点
と
し
て
は
、
①
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
に
隣
接
し

た
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
②
開
発
事
業
実
施
主

体
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
支
援
・
協
力
の
下
、

円
滑
な
事
業
運
営
が
可
能
な
こ
と
、
③｢(

許
認
可
の)

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
オ
フ
ィ
ス｣

及
び｢

（
Ｓ

Ｅ
Ｚ
内
の
）
紛
争
解
決
委
員
会｣

を
設
置
予
定
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
〇
九
年
六
月
に

造
成
工
事
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
内
に

完
工
・
開
所
式
開
催
予
定
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
日
本
の
民
間
企
業
が
開
発
に
従
事
し
た

Ｓ
Ｅ
Ｚ
と
し
て
は
前
述
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
が
あ
る
。

同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
は
、
三
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
の
う

ち
、
第
一
期
一
四
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
う
ち
、
工
業

地
区
六
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
イ
ン
フ
ラ
工
事
が

完
了
。
第
二
期
工
事
一
六
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
詳

細
設
計
も
完
了 

。
発
電
施
設
や
、
浄
水
・
下
水

処
理
施
設
、
ド
ラ
イ
ポ
ー
ト
を
有
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｚ
で

あ
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も

二
〇
〇
八
年
九
月
か
ら
正
式
に
業
務
を
開
始
し
、

二
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お

け
る
電
力
料
金
の
高
さ
な
ど
操
業
に
際
す
る
問
題

点
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
を

兼
ね
備
え
た
Ｓ
Ｅ
Ｚ
と
し
て
、
日
系
企
業
は
じ
め
、

更
な
る
企
業
進
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

（
か
わ
だ  

あ
つ
す
け　

日
本
貿
易
振
興
機
構
企
画
部

事
業
推
進
主
幹(

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
南
西
ア
ジ
ア
担
当)

）
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